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Sheet1

						記入日						　年　　月　　日												各項目におけるモニタリングの視点
※“１ヶ月間”とはモニタリング前日からさかのぼった１ヶ月間を示す カクコウモクシテンゲツカンゼンジツゲツカンシメ

								【　記入例　】 キニュウレイ

		水分     補給						平均1255ｃｃ。飲み物を残されていても牛乳を提供すると飲まれる事が度々あった。他の水分が進まない時にはコップを入れ替えて牛乳を提供していく。水分のムセは月に2,3回あり。 ヘイキンノモノノコギュウニュウテイキョウノコトタビタビタスイブンスストキイカギュウニュウテイキョウスイブンツキカイ																①水分形態に変更があれば記入
②１ヶ月間の平均水分摂取量（合計して３０で割り、厳密な数字を出す）
③水分量アップ（基本目標１５００ｃｃ）のための気付き・工夫
④心不全の既往があれば記入（①④の月のみの記入でよい） スイブンケイタイヘンコウキニュウゲツカンヘイキンスイブンセッシュリョウゴウケイワゲンミツスウジダスイブンリョウキホンモクヒョウキヅクフウシンフゼンキオウキニュウツキキニュウ

		総合    評価				硬便・皮膚の乾燥・傾眠・夕方からの認知症周辺症状など脱水による悪影響が各処にみられているため、水分量の増加（１５００ｃｃ）を次月の目標とする。④ カタベンヒフカンソウカタムミンユウガタニンチショウシュウヘンショウジョウダッスイアクエイキョウカクショスイブンリョウゾウカジゲツモクヒョウ																		①各項目を記入して見えてきた課題の中から最優先で取り組むことを具体的に記入（数値化できるものは目標数値を記入）。　
※「しっかり観察」「できるだけ飲んでもらう」といった表現は× カクコウモクキニュウミカダイナカサイユウセントクグタイテキキニュウスウチカモクヒョウスウチキニュウカンサツノヒョウゲン

		ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ　　　　　　コメント				評価確認。ムセが改善傾向にありますので、水分量増量と共に、食事形態のレベルアップについてもＳＴに相談していきましょう。また、立位が安定してきましたので、歩行訓練の実施に向け、ＰＴ評価を依頼してください。プラン継続。池淵 ヒョウカカクニンカイゼンケイコウスイブンリョウゾウリョウトモショクジソウダンリツイアンテイホコウクンレンジッシムヒョウカイライケイゾクイケブチ																		①「自立支援型介護過程」の用紙を基に、各項目を“基準値および状態像”に近づける視点を持って、総合評価に記入された最優先取り組み課題の視点がずれていないかを確認。ずれていれば正す。モニタリングに改善点として挙がっていない項目は補足する。
※左の記入例ではこの事例でどこに着目するか分かるように、食事形態アップと歩行訓練の２項目をコメントで挙げていますが、課題全てを書く必要はありません。緊急性や優先度の高いものの記入をお願いします。 ジリツシエンガタカイゴカテイヨウシモトカクコウモクキジュンチジョウタイゾウチカシテンモソウゴウヒョウカキニュウサイユウセントクカダイシテンカクニンタダカイゼンテンアコウモクホソクヒダリキニュウレイジレイチャクモクワショクジケイタイホコウクンレンコウモクアカダイスベカヒツヨウキンキュウセイユウセンドタカキニュウネガ

		※これは①④の月の記入例です。他の月は必ずしも全ての項目を埋める必要はありませんが、評価の視点の中で変化のあった項目・課題に該当する項目および色字項目は毎月の記入をお願いします。 ツキキニュウレイタツキカナラスベコウモクウヒツヨウヒョウカシテンナカヘンカコウモクカダイガイトウコウモクイロジコウモクマイツキキニュウネガ



状態変化の有の時チェック
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Sheet1



						A　様 サマ		B　様 サマ		C　様 サマ		D　様 サマ		E　様 サマ		F　様 サマ		G　様 サマ		H　様 サマ		I　様 サマ		J　様 サマ

				水分量 スイブン リョウ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加 ゾウカ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加 ゾウカ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ		増加
1500cc以上 ゾウカ イジョウ

				食事 ショクジ						自力摂取率・
食事量増加　 ジリキ セッシュ リツ ショクジ リョウ ゾウカ										欠食減少
食事量増加 ケッショク ゲンショウ ショクジ リョウ ゾウカ		主食：
粥→軟飯 シュショク カユ ナンハン

				活動量 カツドウ リョウ		離床時間
増加（9→11） リショウ ジカン ゾウカ				離床時間
増加（6→8） リショウ ジカン ゾウカ								離床時間
増加（2.5→6） リショウ ジカン ゾウカ		離床時間
増加（5→6） リショウ ジカン ゾウカ

				生活リズム セイカツ																リズム安定化 アンテイカ

				意識レベル イシキ		向上
（傾眠減少） コウジョウ ケイミン ゲンショウ				向上
（傾眠減少） コウジョウ ケイミン ゲンショウ						向上
（発語増加） コウジョウ ハツゴ ゾウカ		向上
（傾眠減少） コウジョウ ケイミン ゲンショウ		向上
（傾眠減少） コウジョウ ケイミン ゲンショウ

				屋内歩行 オクナイ ホコウ		歩行器歩行
開始 ホコウ キ ホコウ カイシ												歩行器歩行
開始 ホコウ キ ホコウ カイシ

				排便 ハイベン		5/19～
カマグ中止 チュウシ		7/4～
カマグ中止 チュウシ		6/28～
プルセ中止 チュウシ								下剤使用
頻度減少 ゲザイ シヨウ ヒンド ゲンショウ				5/2～
カマグ中止 チュウシ

				日中排尿 ニッチュウ ハイニョウ		失禁減少 シッキン ゲンショウ																以前より尿意訴え増加 イゼン ニョウイ ウッタ ゾウカ

				夜間排尿 ヤカン ハイニョウ

				他の要介助ADL タ ヨウ カイジョ						特浴→個浴 トクヨク コ ヨク

				食事の場・椅子 ショクジ バ イス		足底が着く
高さの車イス
へ変更 ソクテイ ツ タカ クルマ ヘンコウ				車イスから
イスへの
座り替えへ
変更 クルマ スワ カ ヘンコウ		反り返り減少 ソ カエ ゲンショウ

				足底 ソクテイ

				※斜線枠は１月の段階ですでに課題がない状態。未記入枠は変化なし。 シャセン ワク ガツ ダンカイ カダイ ジョウタイ ミ キニュウ ワク ヘンカ
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				取り組み前 ト ク マエ				取り組み後 ト ク ゴ

				8月 ガツ		活動量 カツドウ リョウ		2月 ガツ		活動量 カツドウ リョウ

				9月 ガツ				3月 ガツ		水分量 スイブンリョウ

				10月 ガツ		皮膚状態 ヒフ ジョウタイ		4月 ガツ		排泄ケア２件 ハイセツ ケン

				11月 ガツ				5月 ガツ		排泄ケア、活動量 ハイセツ カツドウ リョウ

				12月 ガツ		衣類 イルイ		6月 ガツ		水分量 スイブンリョウ

				1月 ガツ				7月 ガツ		食事形態、水分量、楽しみ ショクジ ケイタイ スイブン リョウ タノ
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